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　まだビデオデッキを使っていた昔のこと。
　奥行きのあるテレビの下にテレビ台があって、両開きのガラスの扉がついていた。
　押せば簡単に開く仕組みだ。
　だから子どもがビデオデッキにおもちゃを入れて壊す事故が多かった。それでチャイ
ルドロックというものが売られていた。
　

　掃除を終えた秋子は、テレビ台にロックがかかっていることを確認した。　
　他にも娘がいたずらしないように危険なものがないか確かめた。　
　それからいつも通り幼稚園バスを迎えた。
　おやつを食べる娘のため、しまじろうのビデオをかける。
　体の弱い秋子は、見せてる間にいつも寝室で休む。夕飯を作るためだ。　
　その日はひどく疲れていて、見終わった娘が迎えにきてもなかなか起き上がれな
かった。
　布団に横になったまま、ビデオの内容をたずね、時間きりきりまで寝ていた。　
　なんとか立ち上がり夕飯を作り始める。
「ママ～、来て！」
「どうしたの？」
　ただ事ではなさそうな言い方に駆けつける。
「開いてたから閉めておいたよ♪」
　チャイルドロックを指差す。　
　そういえばかけ忘れてた。
「あ、ありがとう」
　ほめられてきゃきゃしている娘をほほえましく思う。
　同時に驚く。開けられないようにかけてたロックを閉められるとは！ 　
　その日以来、秋子はテレビ台にチャイルドロックをかけなくなる。　
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